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プラチナ構想ネットワーク「連携推進のためのアンケート（2024 年）」 
調査結果 

1．アンケート実施要領  

（1）目的:自治体連携推進検討のための基礎資料収集 

（2）実施期間 :2024 年 5 月 13 日（月）～5 月 31 日（金）  

（3）対象 :自治体首⾧会員 

（4）質問内容 

・当ネットワークの自治体内認知度 

・当ネットワークからご案内の自治体内展開方法 

・当ネットワーク実施事業認知度と自治体内における情報共有状況 

・会員連携支援事業への連携意向 

・当会に期待すること 

（5）回収数 :128（回収率 59%） 

多くの会員の皆様にご協力いただきました。改めて厚く御礼申し上げます 

2．主な結果概要  
○当ネットワークの自治体内認知度 

「多くの部署（ご担当部署も含めて概ね 4 部署程度以上）で認知されている」、「特定の部署（ご担当部署も

含めて概ね 2～3 部署程度）で認知されている」を合計すると 45％となっており、多くの自治体において、複数部

署で当ネットワークの認知が進んでいることがわかりました。 

○当ネットワークからのご案内の自治体内展開方法 

「内容に合致する部署に直接連絡して共有している」を含め、ご案内を複数部署に展開いただいている自治体が

60％となっており、多くの自治体において、ご案内を様々な部署に展開していただいていることがわかりました。 

○事業認知度と自治体内における情報共有 

認知度については「森林産業イニシアティブ」で 48％とやや低い結果となっておりましたが、他の事業では概ね 80

～90%超と高い認知度となっておりました。一方情報共有については「共有している」、「状況等に応じて共有して

いる」を合計すると概ね 60％～70％台と比較的高い値となっておりますが、「共有している」のみの場合 10～

30％台にとどまっています。今後多くの会員の皆様に情報共有をすすめていただけるよう、事務局としても情報発

信の方法や内容について精査してまいりたいと考えております。 

○会員連携支援事業に対する連携意向 

「地域脱炭素を実現する」テーマに関連した事業について連携意向が高く、事例によっては「関心がある」＋「ある

程度関心がある」で 50%を超える事例も見受けられました。また「自治体 DX を実現する」テーマ、「⾧寿健康社

会を実現する」テーマについても連携意向が高い結果となりました。 

事務局といたしましても、こうしたテーマをはじめ、様々なテーマについて今後一層連携をすすめられるよう、努め

て参りたいと思います。 
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○当会に期待すること 

「プラチナ社会関連」をはじめとした様々な分野での情報発信、社会課題の解決方法提示や地域産業活性化

支援に関して高い期待を寄せられていることがわかりました。こうした点はまさしく事務局としても強化を図っていきた

いと考えている点でもありますので、会員の皆様のご期待に添えるよう、今後も一層精進していく所存です。 

 

詳しい結果につきましては、次ページ以降の「集計結果」をご参照ください。 

 

3. 本アンケートについてのお問い合わせ  
一般社団法人プラチナ構想ネットワーク 

担当:高橋、庄田、菊池 

         Tel : 03-6858-3546 

 e-mail : member-jichique@platinum-network.jp 

  



 

3 

 

＜ご参考＞ プラチナ構想ネットワーク「連携推進のためのアンケート（2024 年） 
集計結果 

・当ネットワークの自治体内認知度 

 

 

 

 

 

 

・当ネットワークからのご案内の自治体内展開方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業認知度と自治体内における情報共有 

＜事業認知度＞ 
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・当会に期待すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※四捨五入の関係で合計値が 100%となっていない箇所がございます。 

 

 

以上 

平均 3.5 以上にハッチを入れているハッチを入れている 


